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社会 を 破 減 き せる ウイ ルス : 不義 





親愛 な る ムスリム の 皆様 。 道徳 や 法 の 秩序 や 、 
啓示 に よる 他 の 教え が 誤り で あり 恥ず べき 行為 で あ 
り 悪 で あや る と 見 な し て いる 行為 で ある 不義 ・ 姦 通 は 
イス ラー ム の 教え に お いて も 絶対 的 に 禁じ られ 、 だ 
き な 罪 の 一 つと され て いま す 。 委 通 を 行なっ た こと 
が 証明 され た 場合 に は 、 そ れ を 行なっ た 男女 に は 肉 
体 的 な 刑 六 が 定め られ て いま す 。 

アッ ラー は クル アー ン で 、 委 通 に つい て 次 の よ 
う に 仰せ られ て いま す 。 「! 私 通 (の 危険 ) に 近付い 
て は な ら な い 。 そ れ は 醒 行 で や る 。 憎む べき 道 で あ 
る 」 ( 夜 の 旅 章 第 3 2 節 ) 
アッ ラー は 、 ご 自身 が 創造 
され た 人 間 に つ いて 非常 に 
よく ご 存 知 で あら れ ま す 。 
「 ク ハハ ラーム を 犯さ な いよ 2 う 
に 」 と は 仰せ られ ず 、 あ た 
か も 次 の よう に 命じ られ て 
いる の で す 。 「 ハ ラー ム の 
信 の まわ り を うろ うろ し て 
WM 
いれ ば 、 入 通 の 危険 に 近 
け ば 、 二 度 と 自分 を そこ か 
ら 救 い 出す こと は で き な い 」 
親愛 な る ムスリム の 皆様 。 姦通 は 人 を 、 肉 体 的 
快楽 の と りこ と し ます 。 治療 の 困難 な 病気 が 広まっ 


た り 、 凶 悪 犯 罪 が 行なわ れ た りす る 要因 と な り ま す 。 


血筋 が た どれ な く な っ た り 、 家 庭 が 崩壊 し た り 社 会 
が 破 減 し た りす る こと を も た らし ます 。 合法 で は な 
い 結 び つ きか ら 生 まれ た 子供 は 、 家 庭 の よい 環境 や 
両親 の し つけ を 手 に する こと が で きず 、 道 徳 的 な 弱 
さ を 持っ て いる こと が あり 得 ま す 。 こ の 道徳 的 弱 さ 
に よっ て 、 和 社会 で は 突 盗 、 不 正 、 殺 人 な どの 吉 い 行 
為 が 広まり ます 。 
親愛 な る 上 兄弟 姉 妹 の 皆様 。 イ スラ ー ム 学者 は 、 

不義 に は いく つか の 種類 が 存在 する こと を 示し て い 


ます 。 生殖 回 に よる 不義 以外 に も 、 手 、 舌 、 目 、 足 、 


そし て 心 に よる 不義 に つい て 言及 し て いる の で す 。 
事実 、 ハ ディ ー ス で は 次 の よう に 語ら れ て いま す 。 
「 人 間 に は 不義 か ら の 取り 分 が 定め られ て いる 。 人 
間 は 必ず それ に 至る 。 目 の 不義 は 見 る こと で あり 、 





耳 の 不義 は 聞く こと で あり 、 舌 の 不義 は 語る こと で 
あり 、 手 の 不義 は つか むこ と で あり 、 足 の 不義 は 歩 
く こ と で ある 。 心 は と いえ ば 、 そ れ は 求め る の だ 。 
生殖 器 は それ を 実現 する か 、 無 に する か で ある 。.」 
御 光 草 で は 次 の よう に 仰せ られ て いま す 。 「 男 
の 信者 た ち に 言っ て や る が いい 。 「 (自分 の 係 累 以 
外 の 婦人 に 対し て は ) か れ ら の 視線 を 低く し 、 貞 潔 
を 守れ 。」 そ れ は か れ ら の た め に 一 段 と 清廉 で ある 。 
MA 信者 
の 女 た ち に 言っ て や る が いい 。 か の 女 ら の 視線 を 低 
くし 、 貞 激 を 守れ 。 外 に 表 
われ る も の の 外 は 、 か の 女 
ら の 美 (や 飾り ) を 目立た 
せ て は な ら な い 。 ( 御 光 章 
30 て 3 1 分 ) ここ で は 特 
に 、 目 を 禁じ られ た も の か 
ら そ ら す こと が 指摘 され て 
いま す 。 なぜ な ら 見 る こと 
は 、 不 義 へ と 招く 最も 危険 
な 行為 で や る か ら で す 。 
「 見 る こと に よっ て 何 が 生 
じ る だ ろう か 」 と 言っ て こ 
の 点 を 重要 視 し な い 人 は 、 結 果 と し て 大 き な 災 い に 
直面 する か も し れ ま せん 。 意志 を 伴わ ず に 「 目 に す 
る 」 こ と に つい て は 人 は 責任 を 問わ れ ま せん 。 し か 
し 目 ら 望み つつ 何 度 も 何 度 も 見 る こと は 禁じ られ て 
いる の で す 。 こ の こと に つい て 預言 者 ムハンマド 
(アッ ラー の 祝福 と 平安 が あり ます よう ) は 次 の よ 
2 に お っ し ゃ られ て いま す 。 「 一 度目 に 見 る こと は 
あな た の た め の も の だ が 、 二 度目 に 見 る こと は あな 
た の た め に な ら な い 」 

健全 で よい 徳 を 備え 、 安 定 し た 集団 と し て 生き 
る た め に は 、 私 た ちの 自我 、 そ し て 南 任 を 負っ て い 
る 家族 の 人 た ち を 不義 か ら 、 そ し て 不義 へ と 人 を 導 
く 道 か ら 守 り ま し ょ 2 う 。 Ne 
よう 。 今日 の フト バ を 、 意 義 深い 神 の 警告 に よっ て 
= 各 全 rep 才 oe 
い 事 に 近付い て は な ら な い 」 (家畜 章 1 5 1 節 ) 
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